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表 題 サスティナブルかつレジリエント社会の構築を目指して

特色ある取組み
香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構では，「危機管理先端教育研究センター」と「地域強靱化研究センター」の2つのセンター

を擁し，前者は先端教育プログラム開発やそれを活用した高度な人材育成を，後者は最先端のレジリエンスサイエンス（減災科学）研究を実践す
るなど，様々な角度から地域における持続可能かつ強靭化に係るニーズに対応しております．人材育成の一例として，徳島大学とともに「四国防
災・危機管理プログラム」を構築し，大学院生はもとより社会人の方を多く迎えた実践的かつ多様な教育プログラムを展開しております．

また，最先端研究の一例として，今後発生が想定される南海トラフ地震による被害は，個々の組織に止まらず広域的な災害が発生し，地域が機
能不全に陥る恐れがあることから，広域的な災害発生を想定した地域継続計画（District Continuity Plan：ＤＣＰ）の策定・運用が必要であり，香川

県は南海トラフ地震が発生した場合に四国の防災拠点としての役割が期待されていることから，香川大学が事務局となり香川県内の国の出先機
関や行政機関，事業者等で構成する「香川地域継続検討協議会」を発足し，レジリエント社会の構築を目指しております．

四国防災・危機管理プログラム 香川地域継続検討協議会

勉強会を開催しDCP作成

香川大学 四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 https://www.kagawa-u.ac.jp/iecms/
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